
和
牛
日
本
一
を
目
指
し

　

い
ざ
！　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
へ

　
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」（
以
下「
全

共
」）
は
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
一

堂
に
集
め
て
、
改
良
の
成
果
や
そ
の
優

秀
性
を
競
う
大
会
で
す
。
５
年
に
１
度

開
催
さ
れ
て
お
り
、「
和
牛
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

こ
と
は
、
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
た
め
、
和
牛
関
係
者
に
と
っ

て
、
最
も
重
要
な
大
会
と
い
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
12
回
大
会
が
10
月
６
日

㈭
～
10
日
（
月
・
祝
）
に
、
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

審
査
は
、
種
牛
の
姿
・
形
の
良
さ
な

ど
を
審
査
す
る
「
種
牛
の
部
」
と
、
肉

質
を
審
査
す
る
「
肉
牛
の
部
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
今
大
会
か
ら
今
後
の
農

業
の
担
い
手
育
成
の
た
め
「
特
別
区　

高
校
及
び
農
業
大
学
校
の
部
」
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
和
牛
新
時
代
地
域
か
が
や

く
和
牛
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら

４
４
８
頭
（
種
牛
の
部
２
５
８
頭
、
肉

　

現
在
、
和
牛
の
世
界
で
は
全
国
的
に
血
統

が
似
通
い
、
地
域
の
特
色
あ
る
和
牛
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
は
こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
広
島
県

全
体
の
テ
ー
マ
を
「
広
島
血
統
再
構
築
の
深

化
（
発
展
）
と
和
牛
肉
の
新
た
な
価
値
観
の

創
造
」
と
し
ま
し
た
。
種
牛
の
部
は
、
前
回
の

宮
城
県
大
会
か
ら
つ
な
が
る
血
統
再
構
築
を

さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
肉
牛

の
部
は
、前
回
大
会
に
引
き
続
き
、第
６
区
（
総

合
評
価
群
）
で
の
※
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
平
均
全
国
１
位

を
目
指
し
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
令
和
元
年
７
月
に
対
策
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
種
牛
の
部
で
は
、
２
・３
・６
区
に

お
い
て
、
令
和
２
年
４
～
10
月
に
か
け
て
の
種

付
け
推
進
、
そ
の
後
全
区
の
候
補
牛
に
つ
い
て

巡
回
に
よ
る
体
側
、
栄
養
指
導
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

肉
牛
の
部
も
、
令
和
元
年
12
月
～
令
和
２

年
１
月
に
か
け
て
の
種
付
け
推
進
や
、
３
カ
月

に
１
度
巡
回
し
、
発
育
状
況
や
血
液
検
査
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
大
会
に
向
け
各
出
品
者
が
飼
養

管
理
を
行
い
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
状
態

を
整
え
て
い
く
ほ
か
、
９
月
に
は
調
教
訓
練

を
行
い
、
全
共
に
向
け
た
最
終
調
整
を
行
い

ま
す
。

※
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
：
一
価
不
飽
和
脂
肪
酸
の
こ
と
。

こ
の
割
合
が
高
い
も
の
ほ
ど
口
ど
け
、
舌
触

り
が
よ
い
と
さ
れ
、
牛
肉
の
お
い
し
さ
や
う

ま
味
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

これまでの大会における庄原市出品牛の成績
開催年 大会名 最高成績
昭和28年 第１回　全国和牛共進会（広島県）

（全共の前身となる大会） 名誉総裁高松宮杯（総合首席）

昭和41年 第1回　岡山県大会 １等賞（現優等賞）３席
昭和45年 第2回　鹿児島県大会 １等賞（現優等賞）６席
昭和52年 第3回　宮崎県大会 農林大臣賞（優等賞首席）
昭和57年 第4回　福島県大会 内閣総理大臣賞（総合首席）
昭和62年 第5回　島根県大会 内閣総理大臣賞（総合首席）
平成４年 第6回　大分県大会 優等賞２席
平成９年 第7回　岩手県大会 農林水産大臣賞（優等賞首席）
平成14年 第8回　岐阜県大会 優等賞６席
平成19年 第9回　鳥取県大会 優等賞３席
平成24年 第10回　長崎県大会 優等賞４席
平成29年 第11回　宮城県大会 優等賞６席

第３区

第５区 第５区 第５区

第６区 第６区 特別区

第４区 第４区大
お お さ こ

迫　晴
は る よ し

由さん（峰田町）

大
お お さ こ

迫　一
か ず み

三さん（峰田町） 大迫　一三さん（峰田町） 大迫　一三さん（峰田町）

（農）ファーム金
き ん で

田（口和町） 長
な が た

田　直
な お ひ さ

久さん（東城町） 県立庄原実業高校（西本町）

大迫　晴由さん（峰田町） 石
い し だ

田　朋
と も ひ ろ

大さん（東城町）

全国で競う和牛とその出品者を紹介！（種牛の部）

各出品区の概要
出品区 区のねらい

第１区（若雄） 和牛集団の遺伝的多様性、地域の特色ある系統の遺伝子を残すための種雄牛をつ
くる

第２・３区（若雌） 改良組合活動の活性化による増頭意識の向上と全共参加者の拡大
第４区（繁殖雌牛群） 地域の特色ある雌牛集団づくりと改良組合による改良の成果と技術向上
第５区（高等登録群） 母－娘－孫娘にわたる改良の成果の確認と優良雌牛系統を地域へ残す
第６区（総合評価群） 同じ種雄牛の子を種牛４頭と肉牛３頭で実証展示することによる改良成果の確認
第７区（脂肪の質評価群） 脂肪の質の能力把握から「新たな枝肉の価値観」の醸成と定着につなげる
第８区（去勢肥育牛） 繁殖農家の改良と肥育農家の技術で和牛のおいしさと魅力を最大限引き出す
特別区（高校及び農業大学校）農業教育とその学習活動を通じた和牛への理解醸成と担い手の育成

　

広
島
県
は
、
和
牛
産
地
と
し
て
規
模

が
小
さ
く
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
の
よ

う
な
大
規
模
生
産
地
と
競
い
合
う
の
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
庄
原
の
和
牛
生
産
者
の
皆

さ
ん
は
「
広
島
の
牛
は
庄
原
が
支
え
て

い
る
ん
だ
」と
い
う
誇
り
を
持
ち
、日
々

和
牛
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
今
大
会
に
も
庄
原

か
ら
「
種
牛
の
部
」
に
姿
・
形
の
優
れ

た
牛
が
多
く
出
品
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
肉
牛
の
部
に
つ
い
て
も
、
Ｍ

Ｕ
Ｆ
Ａ
の
高
い
庄
原
の
牛
は
、
肉
の
う

ま
味
と
い
う
点
で
、
前
回
大
会
で
も
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
お
り
、
今
大
会
で

も
躍
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ

と
は
、
庄
原
の
牛
、
特
に
比
婆
牛
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。

　

私
た
ち
も
、
で
き
る
限
り
の
支
援
、

後
押
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
出
品
者
の

皆
さ
ん
に
は
万
全
の
状
態
で
大
会
に
臨

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

出
品
者
の
皆
さ
ん
へ
、
温
か
い
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

庄原和牛改良組合
山
や ま お か

岡　芳
よ し は る

晴 組合長

Interview　庄原の牛の躍進に期待！

牛
の
部
１
６
６
頭
、
高
校
及
び
農
業
大

学
校
の
部
24
頭
）
が
出
品
さ
れ
、
広
島

県
か
ら
は
21
頭
（
種
牛
の
部
13
頭
、
肉

牛
の
部
７
頭
、
高
校
及
び
農
業
大
学
校

の
部
１
頭
）
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
は
、
古
く
か
ら
和
牛
飼
養
が
盛

ん
で
、
最
古
の
蔓つ

る
う
し牛
（
優
れ
た
牛
の
系

統
）
の
一
つ
「
岩
倉
蔓つ

る

」
を
も
と
に
改

良
し
た
「
比
婆
牛
」
の
産
地
と
し
て
、

全
国
に
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
和
牛
は
第
１
回
大
会
以
来
、

県
代
表
と
し
て
全
て
の
大
会
に
出
場

し
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

　

今
大
会
に
も
、
11
頭
（
種
牛
の
部
８

頭
、
肉
牛
の
部
２
頭
、
高
校
及
び
農
業

大
学
校
の
部

１
頭
）
が
本

市
か
ら
選
抜

さ
れ
ま
し

た
。

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
と
は

大
会
に
向
け
た
取
り
組
み

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

※氏名は出品者名
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